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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰儰

た
生
産
性
の
高
い
都
市
近
郊

型
の
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る

が
、
近
年
、
大
規
模
開
発
に

よ
る
農
地
の
減
少
や
、
高
齢

化
に
伴
う
新
た
な
担
い
手
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。農

業
委
員
会
と
し
て
、
将

来
に
わ
た
り
「
や
り
が
い
を

持
て
る
農
業
」
を
め
ざ
し

て
、
地
域
の
支
援
に
取
り
組

み
た
い
。

向
日
市
で
は
、
産
地
と
消

費
地
が
近
い
特
性
を
活
か
し

て
、
地
産
地
消
の
推
進
と
と

も
に
、
立
地
条
件
を
生
か
し

近
隣
市
町
と
協
力
し
て
「
意

欲
あ
る
担
い
手
」
に
集
約
し

て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
で
は
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
と
鳥
獣
害
の
対
策
、

市
街
地
で
は
近
隣
住
民
と
の

相
互
理
解
を
促
進
す
る
な

ど
、
各
地
区
の
課
題
に
真
摯

し

ん

し

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
。

市
内
の
農
地
で
大
き
な
割

合
を
占
め
る
巨
椋

お

ぐ

ら

池い
け

干
拓

田
は
、
優
良
農
地
で
あ
る

が
、
出
入
作
が
多
い
の
で
、

い
る
一
方
、
地
域
農
業
を
懸

命
に
支
え
る
農
業
者
が
効
率

的
に
営
農
で
き
て
い
な
い
。

若
い
担
い
手
な
ど
、
意
欲

的
な
農
業
者
が
営
農
し
や
す

い
よ
う
に
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

協
力
し
て
、
大
規
模
な
農
業

者
の
意
見
も
大
事
に
し
な
が

ら
、
小
規
模
で
も
効
率
的
な

農
地
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
で
は
、
離
農

者
が
増
え
て
農
地
の
継
承
が

難
し
く
な
り
、
農
外
利
用
へ

の
転
用
も
含
め
て
「
農
地
を

整
理
し
た
い
」
と
い
う
人
が

女
性
委
員
は
改
選
前
と
同
数

の
42
人
（
農
業
委
員
37
人
、
推

進
委
員
５
人
）
が
選
ば
れ
た
。

改
選
前
に
女
性
委
員
が
不
在
だ

っ
た
２
町
（
大
山
崎
町
と
伊
根

町
）
で
女
性
委
員
が
復
活
し
、

非
改
選
を
含
む
府
内
の
女
性
委

員
の
総
数
は
62
人
と
な
っ
た
。

各
委
員
会
で
は
、
今
月
８
日

ま
で
に
初
総
会
を
開
催
。
会
長

な
ど
新
役
員
の
互
選
を
行
い
、

各
市
町
村
で
農
業
者
年
金
加
入

や
全
国
農
業
新
聞
普
及
な
ど
の

推
進
体
制
が
整
っ
た
＝
表
。

府
内
19
市
町
村
の
農
業
委
員

会
で
第
26
期
の
委
員
改
選
が
行

わ
れ
、
４
３
９
人
（
農
業
委
員

２
７
６
人
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
１
６
３
人
）
の
委
員

に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。今

回
の
改
選
で
は
、
再
任
委

員
が
２
７
９
人
（
64
％
）
、
新

任
委
員
が
１
６
０
人
（
36
％
）

を
占
め
た
。
久
御
山
町
で
は
新

任
委
員
が
14
人
（
70
％
）
と
な

り
、
新
旧
交
代
が
一
気
に
進
ん

だ
。

農
業
委
員
会
や
自
治
体
な
ど

と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、

19
人
の
「
現
地
推
進
役
」
が

地
域
で
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。皆

さ
ま
方
の
お
声
を
反
映

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

し
、
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
構
」
と
「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
と
し
て
、

「
多
様
な
担
い
手
が
共
存
・

協
働
す
る
持
続
可
能
な
農
業

農
村
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
「
人
と
農
地
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
」
「
話
し

合
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

京
都
府
農
業
会
議
は
、
２

０
１
８
年
に
京
都
府
農
業
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合
併

部
会
場
（
宮
津
市
）
の
交
流

会
に
は
、
舞
鶴
市
・
福
知
山

市
・
宮
津
市
か
ら
新
任
委
員

と
先
輩
委
員
が
参
加
し
た
。

隣
接
す
る
与
謝
野
町
と
京
丹

後
市
の
先
輩
委
員
も
出
席

し
、
新
任
委
員
の
質
問
に
答

え
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

９
月
４
日
に
開
催
し
た
南

部
会
場
（
京
田
辺
市
）
の
交

流
会
に
は
、
久
御
山
町
・
八

幡
市
・
京
田
辺
市
・
井
手
町

・
宇
治
田
原
町
・
精
華
町
の

女
性
委
員
が
参
加
し
た
。

自
己
紹
介
や
各
委
員
会
の

活
動
紹
介
を
通
じ
て
、
先
輩

委
員
が
自
分
自
身
の
率
直
な

経
験
を
語
り
な
が
ら
、
新
任

委
員
を
激
励
し
た
。

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員

・
推
進
委
員
の
会
（
山
下
明

子
会
長
、
会
員
62
人
）
は
、

「
新
任
女
性
委
員
研
修
交
流

会
」
を
南
北
２
会
場
で
開
催

し
、
先
輩
委
員
の
助
言
者
が

新
任
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

活
動
す
る
体
制
整
備
を
進
め

て
い
る
。

８
月
31
日
に
開
催
し
た
北

新
任
女
性
委
員
の
研
修
交
流
会
開
く

先
輩
委
員
の
助
言
で
不
安
解
消

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員･

推
進
委
員
の
会

６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
京
都
府
農
業
会
議
総
会
で

栗
山
正
隆
前
会
長
が
退
任
し
、
小
田
一
彦
新
会
長(

72)

が
就
任
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

京
都
府
農
業
会
議
会
長

小
田
一
彦

多
様
な
担
い
手
が
共
存･

協
働
す
る
農
業･

農
村
の
実
現
へ

農
委
会
や
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
活
動
を
展
開

改選後に各農業委員会で初総会が行われた結果、６農業委員会で会長が交代した。

新会長の皆さんに寄稿していただいた抱負を紹介する。

農
業
委
員･

推
進
委
員


人
で
業
務
推
進

新
任
委
員
と
先
輩
委
員
が
和

や
か
に
交
流
（
９
月
４
日
、

南
部
会
場
）

向日市農業委員会 山本 貴之会長(53)

地
域
の
若
い
農
業
者
を
大
切
に
し
た
い

地
域
の
特
徴
に
応
じ
た
農
業
の
発
展
に
挑
む

宇治市農業委員会 中林 和夫会長(62)

綾部市農業委員会 坂根 正司会長(70)

26期 新体制スタート 19農委会が改選府内19農委会が改選第26期 新体制スタート 19農委会が改選府内19農委会が改選第26期 新体制スタート 府内19農委会が改選

向 日 市 （新）山本 貴之 16 －

長 岡 京 市 （新）中小路忠宏 14 ３

大 山 崎 町 （現）垣内 兵次 ８ －

宇 治 市 （新）中林 和夫 14 ４

城 陽 市 （現）谷 則男 14 ６

久 御 山 町 （現）田中 壽嗣 14 ６

八 幡 市 （現）奥村 芳治 14 ６

京 田 辺 市 （現）澤田 康夫 14 11

宇治田原町 （現）浅田 豊春 14 ９

笠 置 町 （現）植田 克巳 10 －

和 束 町 （新）岡田 勝 14 ３

精 華 町 （現）岩井 三郎 14 ５

南 山 城 村 （現）中窪 耕司 14 ５

亀 岡 市 （現）神﨑 弥 19 29

綾 部 市 （新）坂根 正司 19 17

舞 鶴 市 （現）今田 壽孝 19 16

福 知 山 市 （現）藤田 重行 20 30

宮 津 市 （現）関野 掲司 14 10

伊 根 町 （新）大西 一彰 11 ３

第26期 農業委員会の新体制－改選19市町村－

京 都 市 大橋 宗治 21 27

京 丹 後 市 梅田 和男 19 32

木 津 川 市 尾﨑 吉博 19 19

京 丹 波 町 山田 進 19 21

井 手 町 寺島 正直 10 ２

南 丹 市 浅田 均 19 29

与 謝 野 町 番 晃 14 11

委員会名 会長名 農業
委員

委員会名 会長名
農業
委員

19委員会 計 276 163

※委員数は各農業委員会の初総会時点

７委員会 計 121 141

26委員会 計 397 304

＜参考＞非改選７市町の委員数
現在数

委員数（計）

委員数（計）

推進
委員

推進
委員

16

17

8

18

20

20

20

25

23

10

17

19

19

48

36

35

50

24

14

439

48

51

38

40

12

48

25

262

701

や
り
が
い
あ
る
農
業
め
ざ
し
地
域
を
支
援

故
郷
の
風
景
と
恵
み
を
守

る
た
め
、
「
担
い
手
に
集
約

す
る
農
地
」
「
集
落
の
共
同

作
業
で
維
持
す
る
農
地
」

「
継
続
し
て
守
る
農
地
」

「
保
全
・
転
換
を
検
討
す
る

農
地
」
に
分
け
て
、
次
世
代

に
継
承
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
。
地
域

計
画
の
更
新
と
、
集
落
を
囲

む
獣
害
防
止
柵
の
設
置
も
進

め
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
で
耕
作
者
不
足
が

深
刻
化
し
、
農
地
の
維
持
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

大
切
な
農
業
を
守
り
、
次
の

世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
私
た

ち
の
役
目
だ
。

農
業
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
抱
え
て
い
る
課
題
を
一

緒
に
考
え
な
が
ら
、
若
い
人

た
ち
に
も
「
和
束
で
農
業
を

し
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
力

を
合
わ
せ
て
和
束
町
の
農
業

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
美
し
い
茶
畑
と
、
長
い
歴

史
の
中
で
培
わ
れ
た
茶
業
の

文
化
が
息
づ
く
和
束
町
で
、

難
さ
が
農
地
の
荒
廃
を
招
い

て
い
る
。

乙
訓
の
特
産
品
で
あ
る

〝
た
け
の
こ
〟
の
生
産
継
続

と
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
て
、
農
業
者
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
や
地
域
の
方
と
力
を
合
わ

せ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

微
力
な
が
ら
地
域
農
業
の

発
展
と
農
地
の
保
全
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
。

長
岡
京
市
で
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

農
地
の
減
少
が
課
題
で
あ

り
、
た
け
の
こ
畑
の
管
理
困

茶
業
息
づ
く
町
和
束
の
農
業
守
る

｢

た
け
の
こ｣

守
り

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力

持
続
可
能
な
農
業
基
盤
の
確
立
を

長岡京市農業委員会 中小路忠宏会長(67)

伊根町農業委員会 大西 一彰会長(73)

和束町農業委員会 岡田 勝会長(69)

京都 ８年(令和8年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月900円(年間10,800円)送料共（第３種郵便物認可）


